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【授業の主題】 

公的扶助は公的責任に基づき，租税を財源として貧困・低所得者に対して行われる所得保障の制度である。貧困の拡

大が社会問題として注目を集める現在，最後のセーフティネットとして位置付けられる公的扶助は，改めてその現代的

意義が問われている。本講は，低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢，福祉需要とその実際，公的扶助の歴

史的展開，公的扶助の中心となる生活保護制度の原理と原則・運営実施体制，生活保護制度以外の低所得対策，自立支

援プログラムの意義とその実際などを体系的に理解することを目的とする。 

【到達目標】 

１）狭義の公的扶助と広義の公的扶助，公的扶助と社会保険の制度的概念について，比較することができる。 

２）生活保護制度の目的，原理・原則について，運営実施体制と制度運用の観点から確認することができる。 

３）貧困の概念，公的扶助の歴史的展開について，代表的な考え方・施策とその特徴を関係づけることができる。 

４）生活保護制度における保護の種類と内容，保護率の動向について具体的に記述できる。 

５）被保護者の権利および義務について具体的に記述できる。 

【授業計画・内容】 

第 １回 公的扶助の概念 

第 ２回 低所得階層の生活実態とこれを取り巻く社会情勢，福祉需要と実際 

第 ３回 公的扶助の歴史①（海外の歴史） 

第 ４回 公的扶助の歴史②（日本の歴史，近年の動向） 

第 ５回 生活保護制度の仕組み①（目的と原理・原則） 

第 ６回 生活保護制度の仕組み②（保護の種類・内容一方法，保護施設） 

第 ７回 生活保護制度の仕組み③（保護者の権利一義務，不服申立てと訴訟，財源と予算） 

第 ８回 最低生活保障水準と生活保護基準 

第 ９回 生活保護の動向 

第10回 低所得者対策の概要①（生活困窮者自立支援法，生活福祉資金，社会手当削度） 

第11回 低所得者対策の概要②（ホームレス対策，低所得者への住宅政策などその他の対策） 

第12回 生活保護の運営実施体制と関係機関・団体の役割と実際①（国，都道府県，市町村の役割） 

第13回 生活保護の運営実施体制と関係機関・団体の役割と実際②（福祉事務所の役割と専門職） 

第14回 貧困・低所得者に対する相談援助活動（多職種連携，ネットワーキングと実際を含む） 

第15回 生活保護制度における自立支援プログラムの意義と実際 

【授業実施方法】 基本的には講義形式で行う。 

 

【授業準備】 

①受講するすべての学生は各回の授業において参照する教科書の該当ページを「授業前に一度は読んでくること」 
②余裕のある学生は教科書の該当ページにおけるわからない語句などを「専門書や辞典などを用いて調べておくこと」
③社会福祉専門職になろうとする高い意欲のある学生は，日頃から新聞などで報じられる社会福祉に関する問題に関心   

を持ち，「社会問題とソーシャルワーク専門職との関係について確認すること」 

 

【主な関連する科目】 社会保障論Ⅰ・Ⅱ，社会福祉概論Ⅰ・Ⅱ 

 

【教科書等】 社会福祉士養成講座編集委員会編：低所得者に対する支援と生活保護制度，第５版，中央法規出版，2019． 

 

【参考文献】 

・全国公的扶助研究会編：よくわかる生活保護ガイドブック①Q&A生活保護手帳の読み方・使い方，明石書店，2018． 

・全国公的扶助研究会編：よくわかる生活保護ガイドブック②Q&A生活保護ケースワーク支援の基本，明石書店，2018． 

 

【成績評価方法】 

平常点10％，レポート30％，小テスト10％，期末試験（筆記）50％で評価する。60％以上の得点で合格とする。 

 

【学生へのメッセージ】 

専門職を目指す者として，生活保護法の目的である「健康で文化的な最低限度の生活保障」と「自立の助長」はいか

にあるべきかについて，一緒に考えていきましょう！！ 
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